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（５）理論

・ソーシャルワークには、たくさんの実践モデル、パースペクディブ（視座）、実践アプロー
チなどが存在し、実践の中でそれらが活用されていることを認識する。

・「治療モデル」「生活モデル」「ストレングスモデル」の実践モデルについて理解し、指導
を受けながら３つのモデルで対象を見ることができる。

内容

・「研究」に関心をもち学会等に参加することができる。

・研究活動が自己の専門性の向上に必要な作業の一部であることを理解できる。

（４）管理

・社会人として時間や約束事を守るなど自身を管理できる。

・自身の心と体の健康管理ができる。

・倫理綱領を読む習慣をつけ、内容を理解できる。

・所属組織、部署の状況やルールを知り、職場に慣れる。

・研修に積極的に参加する。

・キャリアラダーの枠組みを理解する。

MSWキャリアラダー評価表

（３）研究

　　⑤評価

・スーパーバイザーにクライエントへの支援の経過、結果を報告できる。

・指導を受けながら、SW介入経過、結果についての疑問や曖昧な点を明確化できる。

・指導を受けながら、SW介入の妥当性を評価できる。

（２）教育

　　④介入

・指導を受けながら、支援計画に沿った介入ができる。

・指導を受けながら、適切に面接技術を活用できる。

・指導を受けながら他職種他機関との連携ができる。

・指導を受けながら、SW記録が書ける。

　　③支援計画

・指導を受けながら、アセスメントを元に支援計画を立案できる。

・支援計画をクライエントと共有することができる。

ラダーⅠ： 指導を受けながら実践できるレベル

目標： 助言、指導を受けながらＳＷを実践する

・自ら指導を受けることができる。

（１）実践

　　①アセスメント

・指導を受けながら、各々のアセスメントシート等に沿って情報収集ができる。

・指導を受けながら、他職種と連携し情報を共有できる。

・指導を受けながらＳＷ記録が書ける。

　　②ニーズの明確化

・指導を受けながら個々のニーズを明らかにできる。

・対象者理解を行うことができ、スーパーバイザーと共有することができる。
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